
■お問い合わせ　北海道枝幸高等学校　☎62-1169

　新年度を迎え新入生も元気に登校しており、まさに新しい「枝高の風」が吹いております。辻新校長ほか６名の
新戦力が加わり、枝幸町唯一の高等学校として町民の方々の協力を得ながら教育活動を推進してまいります。
　今号は本校の「学校教育目標」及び「スクール・ミッション」を掲載いたします。是非ご覧下さい。
　次号においては新職員のご挨拶を掲載いたしますのでお楽しみにして下さい。

　令和4年度新入生の皆さん、入学式からおよそ2週間が過ぎ学校生活にも慣れてきた頃でしょうか。授
業の他、行事や各種検診など毎日が慌ただしく過ぎていくように感じているかも知れません。あとわずか
でゴールデンウィークです。頑張っていきましょう。
　さて、皆さんは枝幸高校の校訓を覚えていますか。毎日目にしているはずです。「継続は力なり」です。
この言葉は勉強・部活動・ボランティア活動など全ての事柄にあてはまることです。高校入学をきっかけ
に新たに始めたこと、新たに立てた目標など諦めず、逃げ出さず努力を重ね、充実した高校生活になるこ

とを強く願っています。
　保護者の皆様におかれましては、多大なるご理解とご協力をお願いすることが考えられます。皆様のご協力がなければ生
徒のサポートが成り立ちません。生徒の成長のために枝高教職員全員でサポートしていきますのでどうぞよろしくお願い申
し上げます。

「よく生きること」を実践的に探究する力を養う
１　広く学び、深く考え、自ら行動する人を育てる
２　自他の人格を尊重し、心豊かな人を育てる
３　前を向き、挑戦し、よりよい社会を創る人を育てる

１　地域の高校として、地域の教育資源を
活用した教育活動を通じて、地域の未
来を創っていく生徒の育成

２　郷土を愛するとともに、地域産業の持
続的な成長を担う職業人に求められ
る資質・能力を身に付けた生徒の育成

３　主体的に学習意欲や基礎的・基本的
な知識及び技能を身に付けた、自立
的な生徒の育成

４　伝統・文化を尊重しつつ、幸せを次世
代へつなげるグローカルな生徒の育
成
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　昨年度の生徒会執行部の活動では新型コロナウィ
ルス対策に力を入れての行事運営を行なってきまし
た。その点でがっかりさせてしまったこともあると思
います。しかし、今年度はそのことを参考にしながら新
たな挑戦をし、進化させていきたいと考えています。
昨年度は沢山の人と関わり、新たな知識や考えを得る
ことができました。そのことを生かし3学年が主体とな
り全校生徒が枝幸高校に入学して良かったと思える
学校にしていきます。よろしくお願いします。

生徒会副会長　３A　松本千花音

　割り当てられた仕事をしっかりとこなし、生徒会執
行部の一員として役に立ちたいと思います。また、新
型コロナウイルスで様々なことが制限されている中
ではありますが、顧問の先生方や役員の皆さんと協力
して楽しかったと思ってもらえるような学校行事の企
画提案と運営を頑張っていきたいです。残りの任期ま
でよろしくお願い致します。

生徒会書記　３A　田中莉里奈

生徒会執行
より

今年度の抱負

新第1学年担任より

千葉　雅文
ち　ば　　　　  まさふみ

１Ａ担任（学年主任）

　今年度１年Ｂ組の担任となります、熊谷裕です。秋田県出身で枝幸町は今年で４年目になります。教科は
理科でバスケ部の顧問をしています。よろしくお願いします。
　入学して３週間ほど経ちましたが、１年Ｂ組の皆さんは大変元気がよく、私も日々元気をもらっている状
態です。１クラス21人という枝幸高校の中では最も人数が少ない学年ではありますが、何事にも全員で
協力していきたいと思っています。そして、卒業したときには、枝幸高校でよかったと思えるようなクラス
にしていきたいです。保護者の皆様、そして地域の皆様にご迷惑をお掛けすることもあるかもしれません

が、何卒枝幸高校生のためにご協力いただけますと幸いです。

熊谷　裕
くまがい　　　  ゆう

１B担任


